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第２四半期連結累計期間業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 

平成24年８月７日の決算発表時に発表した平成25年３月期第２四半期累計期間（平成24年４月１日～

平成24年９月30日）（以下、第２四半期）の連結及び個別における業績予想を下記のとおり修正するこ

とを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

また、第２四半期において下記の通り特別損失を計上することになりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 25 年３月期第２四半期の業績予想の修正 
（1）連結業績（平成24年４月１日～平成24年９月30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 5,370 616 585 323 17.26 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 5,500 942 921 525 27.99 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋129 ＋326 ＋336 ＋201 ― 

増 減 率（％） ＋2.4 ＋52.9 ＋57.4 ＋62.3 ― 

（参考）前年同期実績 4,820 251 267 74 3.98 

 

（2）個別業績（平成24年４月１日～平成24年９月30日） 

 売 上 高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 
 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 5,139 553 322 17.17 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 5,268 860 502 26.73 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋128 ＋306 ＋179 ― 

増 減 率（％） ＋2.5 ＋55.4 ＋55.8 ― 

（参考）前年同期実績 4,634 223 51 2.75 

※当社は平成23年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき100株の割合で株式分割を実施しております。 

１株当たり四半期純利益は、それぞれの四半期純利益を当該分割後の発行済株式総数で除して算出しております。 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
２．業績予想修正の主な要因 

（1）連結 

［売上高について］ 

当第２四半期のセグメント毎の連結売上高業績予想数値は以下のとおりです。 

セグメント別売上高比較 
不動産情報 

サービス事業 

地域情報 

サービス事業 
その他事業 

 百万円 百万円 百万円 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 5,309 12 48 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 5,445 12 41 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋135 ＋0 △6 

増 減 率（％） ＋2.6 ＋5.3 △14.2 

（参考）前年同期実績 4,776 14 29 

 

セグメント別では、不動産情報サービス事業が、前回予想比＋135百万円、＋2.6％と予想を上回

る見込みです。サービス別では不動産情報サービス事業を主に構成する「賃貸・不動産売買」をは

じめ、「新築分譲マンション」、「新築一戸建て」等の主要サービスを中心に概ねすべてのサービ

スにおいて予想を上回る見込みです。その結果、第２四半期の売上高を5,445百万円（対前回予想比

＋135百万円、＋2.6％）に修正いたします。 

 

［利益について］  

利益面では、前述のとおり、連結売上高の業績予想が上回る見込みであることに加え、経費節減

努力及び当初想定していたコストが発生しなくなったこと、広告宣伝費等の発生時期が下期にずれ

たことにより、第２四半期の販売管理費は4,394百万円（対予想比△187百万円、△4.1％）となり、

営業利益942百万円（同＋326百万円、＋52.9％）、経常利益921百万円（同＋336百万円、＋57.4％）、

四半期純利益525百万円（同＋201百万円、＋62.3％）に修正いたします。  

 

（2）個別 

個別業績予想については、上記の連結業績予想と同様の要因により、第２四半期の個別業績は売

上高5,268百万円（対予想比＋128百万円、＋2.5％）、経常利益860百万円（対予想比＋306百万円、

＋55.4％）、四半期純利益502百万円（同＋179百万円、＋55.8％）に修正いたします。  

 

 

３．特別損失の計上について 
（1）金額について 

当第２四半期にて、特別損失に減損損失として連結・個別共に22百万円を計上いたします。 

 

（2）発生の要因について 

その他事業のうち、暮らしとお金の情報サイトMONEYMO（マネモ）は、2011年２月のサイト開設以

降、当初事業計画を下回る状況が継続しております。これに伴い、MONEYMOに係わる無形固定資産（ソ

フトウェア）全額を減損処理することといたしました。 

 

 

４．平成 25 年 3 月期通期業績予想について 
通期業績予想については、前述のとおり概ねすべてのサービスにおいて期初予想を上回るペースで

進捗しておりますが、主要サービスである「HOME’S賃貸・不動産売買」は平成24年10月以降順次フル

リニューアルを実施する予定であることや、繁忙期も含まれる下期の業績は変動要因が大きいため、

現在のところ前回発表予想のとおりとさせていただきます。 

今後、フルリニューアル後の業績動向を確認し、業績修正が必要となった場合には速やかに開示さ

せていただきます。 



 
 

 

 

（注）業績予想に関する留意事項 

  上記の予想は、現時点において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確定要因に関しての仮定を前提としております。

実際の業績は、今後の様々な要因により上記の予想とは異なる可能性があります。 

 

以 上 


